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　1988年3月17日、山岳博物館に電話がかかってきまし

た。大町市内の田園近くの松林にライチョウらしい鳥が

いるというもので、駆けつけてみると、標高780ｍ、高

瀬川脇のアカマツの枝にライチョウがいました。地上に

降りることなく、休息をしながら松の枝から枝へと移動

し、翌日には姿が見えなくなりました。

　このほかにも大町市内でライチョウが発見された記録

が山岳博物館に残されていました。1966年11月3日、標

高825ｍでネコがライチョウを捕獲したと記されていま

す。解剖の結果、胃からシロツメクサの葉が検出され、

里に下りてから採食していたことが分かりました。

　高山の稜線や山頂が雪で覆われるこの時期は、オオシ

ラビソやダケカンバ等の疎林まで移動し、冬を越してい

るのですが、どうして標高の低い場所まで下りてしまっ

たのでしょう。

　北アルプスに生息するライチョウは土地に対する執

着性が強く、大きな移動はないといわれています。ま

た、里に下りてきた２羽は両方ともオスです。一般的

に動物界では拡散に寄与するのはメスといわれていま

す。2009年に石川県の白山で70年ぶりに発見されたラ

イチョウはメスでした。このライチョウは北アルプス方

面から移動したのではないかといわれています。

　今まで考えられていた生態からかけ離れたこれらの

行動は、ライチョウにとってどんな意味があったので

しょう。

　温暖化の影響は極地や高山に出やすく、ライチョウに

とって生活しにくい時代がやってくるかもしれません

が、思いがけない行動がライチョウという種を救うひと

つになってもらいたいものです。

（みやの　のりお／市立大町山岳博物館館長）

思いがけないライチョウの行動
文　宮野　典夫

アカマツの枝に止まっているライチョウ（左：1988 年 3月 17 日撮影）とライチョウが発見された松林（右：1988 年 3月 18 日撮影）


